
別記第６号様式 

地域再生プロジェクトの実施結果調書 

市町村名 蘭 越 町 

１ 地域再生プロジェクト実施結果（プロジェクト全体）                            （３年計画のうち ２年目） 

実 施 主 体 
市 町 村 名：蘭越町 

民間団体名： 

計   １市町村 

     団 体 

  プロジェクト名：蘭越町農業振興プロジェクト 格差の分野：地域経済の格差 

◆主な取組 地域重点プロジェク

トとの関連性 

□ 該 当 

■ 非該当 

◆地域重点プロジェクト名 

「食」の“しりべし”ブランド化の推進 ○クリーン農業の推進など安全・安心を基礎とした「食」のブランド力の向上 

地域の課題及び 

地域再生プロジェクト

の目標 

◆ 地域の課題 

本町で生産される、らんこし米は、食味の良さから全道的に高い評価を得ているが、道内外における産地間競争が激化する一方、米価の低迷や資材価格の高

騰など、農業経営環境はますます厳しくなっている。また、米の消費低迷による畑作物の転換も定着しているが、高品質な作物のブランド化と安定生産による

所得確保が求められている。 

◆ プロジェクトの目標 

近年、食の安心安全が消費者の注目を集めている中で、クリーンな農産物の需要が高まっている。食味で高い評価を得ている「らんこし米」とともに、町の

振興作物として定着し、所得確保に重要な位置付けとなっている「メロン」、「トマト」の品質向上とブランド確立に向けて行政と生産者、生産団体が一体とな

って取り組む。 

住民等の評価 

 町農業振興プロジェクト会議の議論の中で、新たな振興作物の選定にかかる答申があり、準振興作物として、ピーマン・スイートコーンを町で指定した。 

計画に対する達成度 

 農業技術指導員の配置により、迅速・的確な、営農指導が実施できた。らんこし米のブランド確立のための PR 活動が実施できた。 取組の成果 
具体的な効果 

・米需要量情報算定に係る市町村別ランク区分 ４ランク 

・主な振興作物販売額（21 年度→22 年度） 

ﾒﾛﾝ 201,000 千円→181,000 千円(90%) ﾄﾏﾄ 109,000 千円→157,000 千円(144%) 

交付金支援期間終了時の成果目標に対する現時点での達成状況 

・米需要量情報算定に係る市町村別ランク区分 ４ランク 

・主な振興作物販売額（23 年度→22 年度） 

ﾒﾛﾝ 214,000 千円→181,000 千円(85%)、ﾄﾏﾄ 103,000 千円→157,000 千円(152%) 

課題点等 

町内農家の経営構造を総合的に検討する蘭越町農業振興プロジェクト会議では、本町農業の現状分析を進めながら、農業方策を検討しており、「循環型農業」

や｢クリーン農業｣の推進により、町内農産物に付加価値を付けていくことが重要であるという意見が出されている。 プロジェクト推進上

の課題・問題点 課題を踏まえた今後の展開 

本プロジェクトの推進に当っては、町や町農業委員会、ようてい農業協同組合、町水稲生産組合等関係機関と連携を図り、農事組合長会議や、各種会議での周知及び資料等で各

農家に理解と普及を進める。らんこし米の品質向上、畑作・園芸作物の技術指導やイエスクリーン等作物の作付け拡大等を目指して農業技術指導員による農家への技術指導を着実

に進める。農業振興プロジェクトや専門的な知見を有する立場から意見・助言農作物の品質向上及びブランドの確立を達成するためには農業技術指導員は必要不可欠な人材である。 



２ 地域再生プロジェクト構成事業 
（１）実績額について 

財   源   内   訳 
事 業 名 

市町村補助等 No 

実施主体名 

実施 
期間 

年 次 事業費 国庫補 
助金等 

道補助 
金 等 補助金等 委託費 

市町村 
自己財源

民間等 
自己財源

その他 

交付金 
要望額 

２０ 全 体 計 画 ６６３     ６６３    ６３０ 

～  初 年 度（２１） ２１０      ２１０   ２１０ 
農業振興プロジェク
ト会議設置事業 

２３  ２年度目（２２）  １７８      １７８   １７０ 
1 

蘭越町   ３年度目（２３）  ２７５      ２７５    ２５０ 

２１ 全 体 計 画 １８，８１３     １８，８１３   １１，２９０ 

～  初 年 度（２１） ６，６４５     ６，６４５   ６，６４０ 
農業技術指導員の配
置 

２２  ２年度目（２２） ６，０７１     ６，０７１   ４，６５０ 
２ 

蘭越町   ３年度目（２３） ６，０９７     ６，０９７   ０ 

２０ 全 体 計 画   ３１２       ３１２     ６０ 

～  初 年 度（２１）   ２０７     ２０７   ４０ 
イエスクリーン米等
生産推進対策事業 

２２  ２年度目（２２） １０５      １０５     ２０ 
３ 

蘭越町   ３年度目（２３）          

１２ 全 体 計 画 ３，１５７   ３，０００     １５７  ３，０００ 

～  初 年 度（２１） １，４９６   １，４００     ９６  １，４００ 

「らんこし米」新米
キャンペーン等 PR事
業 ２３  ２年度目（２２） ８３１   ８００      ３１  ８００ 

４ 

蘭越町米麦改良協会（公）   ３年度目（２３）   ８３０     ８００      ３０  ８００ 

２１ 全 体 計 画 ４，５９０ ８０６  １，９０４   １，８８０   ７８０ 

～  初 年 度（２１） １，７２６ ８０６  ４６０  ４６０  ０ 
施肥体系転換土壌分
析推進事業 

２３  ２年度目（２２）   ５２４   ２７４     ２５０   １３０ 
５ 

JA ようてい土づくり協議会   ３年度目（２３） ２，３４０   １，１７０   １，１７０   ６５０ 

２０ 全 体 計 画  ４４４        ４４４     ４４０ 

～  初 年 度（２１）   ２１２         ２１２   ２１０ 
農業用廃プラスチッ
ク適正処理奨励事業 

 ２２  ２年度目（２２）   ２３２        ２３２   ２３０ 
６ 

蘭越町   ３年度目（２３）          

全 体 計 画 ２７，８７４ ８０６  ４，９０４  ２０，１２７ ２，０３７  １６，２００ 

 初 年 度（２１） １０，４９６ ８０６  １，８６０  ７，２７４   ５５６  ８，５００ 

 ２年度目（２２） ７．８３６   １，０７４   ６，４８１ ２８１  ６，０００ 
計 

事 業 数 
［６］ 

 

 ３年度目（２３） ９，５４２   １，９７０  ６，３７２ １，２００  １，７００ 

 注 １ プロジェクトを構成する全事業の実績について記載すること。 
   ２ 「事業費」、「財源内訳」及び「交付金要望額」欄は実績額又は予定額を記載すること。 
   ３ その他記載に当たっては、別記第２号様式に準じること。 
 
 
 

（単位：千円） 



（２）実施内容について 

 

No 

 

事 業 名 計 画 内 容 年 次 実 施 状 況 効 果 ・ 課 題 今 後 の 展 開 

初 年 度（H21） 振興作物に対する検証と新
たな振興作物の選定 

ﾐﾆﾄﾏﾄ・ﾋﾟｰﾏﾝ・ｽｲｰﾄｺｰﾝを新
たな振興作物とし、作付拡大
を図る。 

農業後継者・新規就農者の確
保等の対策の検討。 

２年度目（H22） 町農業の現状分析と農業振
興方策の検討 

らんこし米の高付加価値米
の増産方策 

イエスクリーン米等の作付
拡大 

１ 農業振興プロジェク
ト会議設置事業 

町の農業経営戦略の位置付
けをするため、現状分析と
将来を見据えたビジョンを
策定する。 

３年度目（   ）  
 

  

初 年 度（H 21）
農産物の生産技術指導等農
業経営全般について普及指
導を行う 

迅速・的確な営農指導が実施
できた。 

普及センター等関係機関と
の連携強化。 

２年度目（H22 ）
農産物の生産技術指導等農
業経営全般について普及指
導を行う 

迅速・的確な営農指導が実施
できた。 

普及センター等関係機関と
の連携強化。 ２ 農業技術指導員の配

置 

らんこし米の品質向上、畑
作・園芸作物の技術指導、
イエスクリーン等作物の作
付け拡大のため、町独自で
技術指導員を確保すること
により、町農業者の相談等
に対し迅速な指導・アドバ
イスが可能となる。 

３年度目（   ）  
 

  

初 年 度（H 21） 温湯消毒機の導入に対し、費
用の一部を助成（町内３戸）

イエスクリーン米作付面積
の拡大が図られた。 

導入台数の拡大を図る。 

２年度目（ H22） 温湯消毒機の導入に対し、費
用の一部を助成（町内２戸）

イエスクリーン米計画面積
に対し、高温多湿の気象条件
で、農薬散布回数が増加し実
績面積が減少した。 

町で増設する育苗施設で温
湯消毒をＨ24 年度より実施
することにより、イエスクリ
ーン米等の作付を拡大する。 

３ イエスクリーン米等
生産推進対策事業 

食の安全・安心指向の高ま
りと、流通・販売面におけ
るクリーン農業の差別化に
対応し、イエスクリーン米
等に取り組む農業者に対し
て、温湯消毒機の購入経費
の一部に助成。 

３年度目（   ）  
   

初 年 度（H 21）
らんこし米化粧袋（１Kg 用）
を新たに導入 

らんこし米のＰＲに活用さ
れた。 

ＰＲ活動を通じて、消費者ニ
ーズを探り、販売戦略の構築 

２年度目（ H22）
らんこし米パンフレット等
の増刷 

らんこし米のＰＲに活用さ
れた。 

ＰＲ活動を通じて、消費者ニ
ーズを探り、販売戦略の構築 

４ 
「らんこし米」新米
キャンペーン等 PR
事業 

らんこし米のブランドの確
立を図ると共に札幌圏の消
費者にらんこし米の食味の
良さをアピールしらんこし
米の販路拡大を図る。 ３年度目（   ）  

 
  

初 年 度（H 21） 土壌診断経費の国費助成残
の１／２を助成（９４０件）

土壌診断による施肥設計の
見直しが図られた。 

土壌診断による施肥設計見
直しを推推。 

２年度目（ H22） 土壌診断経費の１／２を助
成（２９１件） 

土壌診断による施肥設計の
見直しが図られた。 

土壌診断による施肥設計見
直しを推推。 

５ 施肥体系転換土壌分
析推進事業 

化学肥料と堆肥コストを低
減する施肥体系へ転換を推
進するため、土壌診断によ
る施肥設計見直しを推推。 

３年度目（   ）  
 

  

初 年 度（H 21） 処理費用の１／６を農家に
対して助成（９６戸） 

廃プラスチックの適正処理
が図られた。 

廃プラスチックの適正処理
を推進。 

２年度目（ H22） 処理費用の１／６を農家に
対して助成（１１４戸） 

廃プラスチックの適正処理
が図られた。 

廃プラスチックの適正処理
を推進。 

６ 農業用廃プラスチッ
ク適正処理奨励事業

循環型農業の推進のため、
農業用廃プラスチックの回
収リサイクル事業への引渡
し等適正な処理を奨励する
ため経費の一部を助成。 ３年度目（   ）  

 
  

注 １ （１）に記載した番号に対応する事業について、プロジェクトの期間を通じて、実施状況及び効果や課題を踏まえた今後の事業展開を記載すること。 



地域づくり総合交付金（地域再生加速事業）

蘭越町農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ (蘭越町） 【格差の分野：地域経済の格差】

【支援期間：H21～H23】

　
　地域の振興作物について、品質向上によるブランドの確立と安定生産に向け、行政と生産
者、生産団体などが関係者が一体となった取組を進めることにより、農業者の所得確保を図
る。

プロジェクトの主な取組

・農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議の設置し、本町農業の現状分析
　を行い、「農業振興方策」を検討する。

・農業技術指導員の配置による｢らんこし米｣の品質向上と
　クリーン農業の促進

・札幌圏への販路拡大に向けた「らんこし米」のＰＲ活動

・循環型農業推進のための農業用廃品リサイクル処理に
　対する支援

取組の主な成果

○ 農業振興プロジェクト会議での協議により、H22年度よりﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、ｽｲｰﾄｺｰﾝ等が新たな振興作物として選定された。

○ 農業技術指導員を配置し、ＪＡ・普及ｾﾝﾀｰ等の関係連携により、迅速・的確な営農技術の推進を図ることができた。

○ 「らんこし米」新米キャンペーンの開催により「らんこし米」の好感度が向上し、販路拡大の足がかりができた。

第1回会議で町長より委嘱
状交付（農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
会議）

農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議の開
催風景

地域協働
の取組町内の作況調査（農業技術

指導員）
ＪＲ札幌駅での新米ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

地域のめざす姿



 
地域再⽣プロジェクトの推進上の課題等について  

 
市町村名   蘭越町 プロジェクト名 蘭越町農業振興プロジェクト 採択年度 平成21年度 

 
１．「地域再⽣プロジェクトの効果・成果」について 
 

項 ⽬ 成果⽬標値 達成状況［平成22年9⽉現在］ 
 
⽶需要量情報算定に係る市町村別ランキング区分 平成21年度４ランク 

→平成23年度５ランク
平成22年度５ランク 

 
主な振興作物販売額 
 
 

メロン210,000千円（H20年度→214,000千円（H23年
度） 
トマト98,000千円（H20年度）→103,000千円（H23
年度）

メロン201，444千円 
トマト108,959千円 
（平成21年度） 

 
⼀⼈当たり課税所得 
 

2,675.9千円（H19年）→2,800千円（H23年度） 2,655.3千円（平成21年） 

 
２．「プロジェクト推進にあたっての課題・問題点等」について 
 

交付対象事業
(実施主体名・区分)

実施 
期間 

H22交付 
⾦内⽰額 

事業実施にあたっての課題・問題点等
 

蘭越町農業振興ﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾄ 

H 2 1
〜 
H23 

（千円） 
6,000 

 
 

 農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ会議設置事業 
（蘭越町・公）

H 2 1
〜 
H23 

 
  250 

振興作物に対する検証により、平成２２年度よりﾋﾟｰﾏﾝ・ｽｲｰﾄｺｰﾝの準振興作物の選定等、本町農業振興について提⾔
をしてきたが、今後は、農業所得確保対策、農業後継者等担い⼿の確保対策、⽔稲の振興⽅策等について協議検討を⾏
っていく。会議の概要は、町ＨＰに公表し、会議に対する町⺠の関⼼を喚起し、意⾒を募っている。

農業技術指導員
の配置 
（蘭越町・公） 

H 2 1
〜 
H22 

  
  4,010 

普及センター・ＪＡ等関係機関との連携を強化し、迅速・的確な営農指導の推進を図っていく。全体として、課題は
特にない。（異常気象下での、春先の低温・いもち病・カメムシの防除対策・適期刈り取りによる品質向上等の営農技
術活動の実施。個別指導・⽂書・ファックス、町オフトーク放送等を活⽤して実施している。） 
 

イエスクリーン
⽶等⽣産推進対
策事業 
（蘭越町・公）

H 2 1
〜 
H22 

 
100 

イエスクリーン⽶（北海道の基準）と特別栽培⽶（国の基準）の作付推進を図っていく。平成２４年度から稼働を開
始予定の町育苗施設での温湯消毒実施により、更なる作付推進を図ることとしている。 

｢らんこし⽶｣新
⽶ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等PR
事業（蘭越町⽶⻨
改良協会・公、住
） 

H 2 1
〜 
H23 

 
800 

新⽶キャンペーン・らんこし⽶ＴＶＣＭ・ＳＬニセコ号等でのＰＲ活動により、らんこし⽶の好感度が増加し、テレ
ビや新聞等に取り上げられ、「らんこし⽶」の知名度が向上し、農家直販等での販路拡⼤につながっていると考えるが
、今後更なる販路拡⼤が課題となっている。 
（低タンパク⽶、イエスクリーン⽶、特別栽培⽶等⾼付加価値⽶⽣産の増産により更なる販路拡⼤を⽬指す） 

施肥体系転換⼟
壌分析推進事業 
（ＪＡようてい
⼟づくり協議会
・住） 

H 2 1
〜 
H23 

 
600 

⼟壌診断による施肥設計⾒直しにより、経営コストの削減を推進していく。肥料価格⾼騰による農家経営に及ぼす景
況が懸念されている。（町独⾃の農家経営安定対策として、肥料価格⾼騰に対する⼀部助成事業を平成２１年・２２年
度の２年間実施している。） 

農業⽤廃プラス
チック適正処理
奨励事業 

H 2 1
〜 
H22 

 
240 

この事業により、今後、使⽤者の⾃主的な廃プラスチックの適正処理を推進していく。



（蘭越町・公）
 ※ 交付対象事業数に応じて、欄を増減してください。なお、「事業実施に当たっての課題・問題点等」は、個別事業ごとではなく、プロジェクト全体に 
  ついて記載していただいても結構です。 
 
３．「⽀援期間終了後の事業継続の⽅向性」について 
 

⺠間団体等との協働による取組にあっては、町と関係者との応分の負担により財源を確保する必要があると考えており、受益者の⾃主的な活動や他補助⾦等
の活⽤等といった⽅法なども含め、⾃⼰財源における来年度以降の事業継続のあり⽅について検討を進めている。 
 

 
４．「その他、プロジェクト全般を通した質問・意⾒等」について 
 

蘭越町農業振興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄも２年間を経過しようしているが、本町の主幹産業である農業振興を図り、農家所得の向上につながるような取り組みになることが
重要であると考えます。 
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